
植物細胞の分裂と分化 
の研究 

 
コインの裏と表か？ 

1. 葉の発生分化・形作り 
2. 細胞質分裂の制御   
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どんな講義をしてきたか 

1996年大学院重点化後 

学部： 

生物学基礎II 、基礎遺伝学、基礎発生学、分子遺伝学、発生学 2、
生物学演習 

 

 

大学院： 

生体構築論講義 1, 2 

 

 

 

 

ＤNA was discovered at  

Schloss Hohentübingen.  

Gerd & Ulli 

AS2 gene was isolated and 

characterized as a critical controller 

for establishing a leaf shape. 

The regulatory system of the cell 

plate formation was discovered. 

OKAZAKI fragment 

was discovered at 

Nagoya University.  



1. 大学の先生： 
  高校までの先生は、県や市の採用試験に合格する必要がある。しかし、 

大学の先生にはそのような試験がない。大学では無資格の人が講義をし
ていますと言うと、学生は皆驚く！ 

新入生の講義の前に話したこと 

  では、どうやって大学の先生になったのでしょうか？と質問すると、 
 だれも知らない。 

  我々の生命理学科では、研究が出来る人を選んでいる。世界レベルで 
著名な研究をした人、あるいはする可能性があると信じた人がなってい
る。 

2. 大学の講義：  
  研究の現場にいる人が直接教えるのが大学の講義。また、学生が興味 
 を持てば、すぐに研究の最前線に立つこともできる。教科書は用いずに 
 独自の資料を作る人もいるし、同じ教科書を使用しても、人により異な 
 る講義をする。そこに、大学の特徴がある。 

4. 日本人（3つ）：日本語を話す；日本列島の周辺に住む；コメを食べる 



1. 分子生物学研究施設 
＊千葉大学理学部生物学科入学当初は発生学を志望. 
＊しかし、卒研では大腸菌の細胞分裂の研究をしていた松本信二先生（物理

出身）のもとに. 

＊1973: 大学院では、DNAの複製の研究を希望し、名古屋大学の分子
生物学研究施設、岡崎令治先生のもとに. その後、恒子先生. 

 この時、令治先生が、学生ー院生時代には、オーガナザーの研究をやり
きって（でも時代が早すぎた）、それから、DNA の複製の道に入られた。 

 研究はシャープに！ここは、不連続複製を研究するところです！ 
 （しかし、）一つの研究をずーっとやれば良いというものではない！ 

HYMARP 

岡崎令治先生                       下村脩先生と一緒に 

氷川丸デッキにて 



論文 

リーディング ストランドも不連続的だ！ 

反論の論文 



岡崎令治先生逝去後の岡崎研究室のメンバー 

小川徹 小原雄治   岡崎恒子先生  平野みえ  広瀬進 

藤山秋佐夫 玉野井冬彦 黒沢良和        

篠崎一雄  関哲則  依田欣哉  町田泰則 



2. 1979年: Microbiology Medical School at Stony Brook, NY の  
Professor Ohtsubo のところで DNA transposition の研究 
＊DNA 複製(ゲノム安定性)から、DNA 組換え(ゲノム変化・変貌)の研究へ 

大坪栄一  研三さん定年退任 
           2011 

中村研三 鮎子 

相同組換えとTransposition： 
＜小川英行先生の集中講義1976年頃＞ 
町田Q：Transposition て、こっちにあったDNA があっちに動いていくと
言うことですか？そんなことって理解できませんが、あるんでしょうか？ 
小川A：そうです。でも、とても不思議ですね、私にも何なのかわかりませ

ん。  当時の組換えの専門家も知らないことだった！   

このようなことがあって、Ohstubo さんのとこへ行くことにした。しかし、
実際には、まったく理詰めで決めたわけではなかった。 

Original の材料が大事です！ Sequence gel の写真を現像して、読まない
で帰る学生がいるんです、信じられない！ 病気には医者に行ってもーー。 
朝倉 昌先生 



論文 

大腸菌の IS1  はトランスポザーゼをコードする 

ゲノム上のどこでもトランスポゾンの末端類似配列があれば 
トランスポジションする 

リードスルー転写はトランスポジションを抑制する 

IS1 は2つ遺伝子をコードする 

IS1の両末端は転写プロモターとして機能する 

中村研三さん、水野猛さんと出会う。 



3. 1982年：つくば植物ウイルス研究所（木原均先生）へ 

＊池田穣衛（室長）さんに、「植物をやりませんか」と呼ばれる. 彼は、
３歳年上で Adeno virus 複製を研究していた. 彼には以前に２度
会っていた. 

＊植物なら何をしてもいいよ! 

 一方、この時、すでに Harvard の JS 教授のもとで二人とも採用し
てくれることが決まっていた. この時 33 歳、ポストドクは止めよ
う！自分の研究ができるならと、つくばへ. (海外自身が重要ではない） 

 

 

 

植物の発生、分化をやりたい. しかしどうしたらいいんだ！ 

・アグロバクテリウムによるクラウンゴール腫瘍形成の仕組みの研究へ. 

   植物では極めて稀な、増殖ホルモン（オーキシンとサイトカイニン）が上昇
いている腫瘍. これで発生や全能性の問題の周辺にいられるだろう. 

・Transposition は続けよう. 

 

 

 標的部位の重複する長さはトランス 

ポザーゼの性質による. 遺伝子は1つ. 

オーキシンレベル低下の挿入変異体の 

原因であるトランスポゾンを発見 

（木原先生にCommunicateして頂く） 

つくば大の学生さん 



4. 1984年：名古屋大学理学部生物学科へ 
 
＊1983年、建部到先生に呼ばれる. 植物細胞のプロトプラストの大量作
製の技術を確立して、ウイルスの感染機構を解明すると同時に、一つの
体細胞から植物体全体を再生できること（分化全能性）を立証した. 
 
＊何をやってもいいです。全能性にこだわることもない. 

G. Melchers 

(Pomato) 

クラウンゴール 
腫瘍 

新奇な植物由来の物質によって誘 
導されるDNA の切り出しと転移 

植物細胞  バクテリア  

二種類 



T-DNAの転移の仕組みを研究する 

植物細胞     バクテリア  

二種類見つけた。 

“糖” が我々のオリジナル 

VirD 

The presence of inducing factor 

Phenoliocs & monosaccharides 

Phenole sensor & sugar-binding protein 

Weak homology 有り 

＜研究をした人々＞ 宇佐美昭二、松本省吾、岡本繁 
久、丹羽康夫、山本（豊田）章子、丁朱道、細井剛、 
森川秀一、長嶺純、下田修義、吉岡泰、高橋慶人、 
伊藤賢治、大場利治、青木伸介、岩橋素子、 

Target 配列周辺にSINEs 有り 

高橋慶人 

さんの研究 

VirE 
PCP 1996 





当時の人々 

高橋陽介さんの研究： タバコの Par1 などのオーキシン誘導遺伝子を同定 
                               した。分化・脱分化に関わる遺伝子の同定を試みた。 
研究した人々：黒田久夫、馬場晶子、田中利明、大林正也、若原裕二    

1986 1987 1990 



建部 昇   Alan Gilbert   中村研三 

(September 1, 2006 at Matsumoto) 

2009より New York Phill Music Director 

Alan       Mike Gilbert 

Jennifer    Yoko Takebe 

建部先生（1988年逝去）との思い出：アランと洋子さんを紹介された. 

http://www.boston.com/ae/music/articles/2009/02/27/

young_conductor_takes_a_leap/ 

http://operachic.typepad.com/opera_chic/alan_gilbert/ 



小澤征爾さんの誕生日 

斉藤記念オーケストラ 



新しい人々 
1. 坂野弘美さん（M1, 1989）：ぼくは先生のこれまでの研究はやりたくありま

せん。オーキシンとかの増殖や分化に関わるホルモンの作用機作の研究をやり
たい。 

  プロテインキナーゼに焦点をあててやります。OK! 
 本心：もしはずれても、新しい細胞分裂因子はとれるだろう. 
 これ以外にも、種々の試みをしたが、うまく行かなかった。 
 
2. 町田千代子さん（出産で一時中断した後1989復帰、さきがけ）：シロイヌナ

ズナで発生分化の研究 
  単に変異体を獲って、遺伝解析から遺伝子ではいやだ。まずシステムを作る。

二つの組換え系を利用する。 
 味噌醤油酵母の R/RS 組換え系と Ac トランスポゾンの利用OK!  
 本心：回り道かも知れないが、その間にいいことを考えれば良い. 
 
3. 吉岡泰さん（助手、1990）：T-DNA 転移や染色体への組込み機構を研究. 
       95-97: 留学、帰国後 Gene-trap で変異体、CRL（葉緑体） 
 
4. 宇佐美昭二さん（助手、産総研から1992頃）：ホルモン応答キナーゼ 
 

本心：細胞分裂と細胞分化を同時に研究したいと思うようになった。 



論文 1  
1. タバコの細胞増殖に関わっているプロテインキナーゼ NPK1 の単離・同定 

2. システムの開発とシロイヌナズナの研究 

Log-phase-specifically expressed MAPKKK  

これら以外にも PK の研究をしたが、NPK1 だけを選びさらに機能解析をした。 

The first report of wound-activated PK 

人々：坂野弘美、宇佐美昭二、村中俊哉、伊藤幸博、柴田渉、森部豊輝、尾下浩一、高田 
                        真典、井上俊逸 

これ以外にも GAL4 を使った系の開発 
なども行ったが、これらの研究過程で、 
興味深い変異体や遺伝子を見いだしたの 
で、そちらを優先した。 

研究した人々：町田千代子（さきがけ）、尾之内均、工藤光子、小泉順、鳥飼聡美、 
大林正也、横井久美、高木豪将、野村清人、 

味噌酵母の部位特異的組換え系がタバコ培養細胞で動く 

味噌酵母の部位特異的組換 
え系がシロイヌナズナでも 

Ac トランスポゾンは 35%が200 kb以内 

に転移する. 近くの遺伝子をたたける. 



論文 2 

    3. Gene-trap から CRL 遺伝子の研究 

研究した人々：浅野智哉、くれい俊介、陳玉玲、金岡良和、加藤晴義、角田亜希子、北条健太郎、 
中村善紀、北辻彩夏 



1993 

1993 

1995 

1994 

秘書の奥村さん高橋君と結婚 

Nina F. 



1998 

1997 

1993 

1991 

Mizuuchi さんご夫妻 



1996? 

1997 

宇佐美さん花田さんと結婚 

97-99：町田は京都大へ 



細胞分裂と細胞分化を同時に研究しよう 

 

Q: この二つはコインの裏と表の様なものか？ 

酵母の細胞融合など 

 

 



1999 町田：名古屋大に採用される 



その後の展開 1: 細胞分裂 

  その後、1 & 2 の研究は４つに分かれた   

1. タバコの細胞質分裂を制御する経路の解明 

人々：西浜竜一、征矢野敬、石川雅樹、笹部美知子、森清加代子、田中博和、高橋裕治、荒木智史、幸

節健、中島麻理奈、平野敬子、中村英敏、山崎良子、伊藤真弓、日高美希子、諸田雅之、金原健、岩川
秀和、佐渡山昌久、寺田瑞弥、北村さおり、伊藤雄貴、鈴木孝征、西村慎吾、村瀬陽典、中野理恵、春
田剛史、南明希  

NPK1 MAPKKK → NACK1 → 細胞質分裂制御 → カスケード  → 基質 

→ 上位制御系の解明と Formative cell division (Cell differentiation ) 

論文 

Critical regulator NACK1 の同定 
NPK1 MAPKKK は細胞質分裂を制御 

NPK1 homolog は3つある. 
NPK1-NACK1結合部位 



論文 

Cell accepted 

Transcription factor triggered auxin signaling dependent 

module switches microtubule array orientation and cell 

division plane during formative cell divisions 

 
Pankaj Dhonukshe1,*, Daan Weits1, Alfredo Cruz-Ramirez1, Simon 

Tindemans2, Eva Deinum2, Kalika Prasad1, Klementina Kakar1, Ari Pekka 

Mähönen1, Chris Ambrose3, Michiko Sasabe4, Guy Wachsmann1, Marijn 

Luijten1, Tom Bennett1, Yasunori Machida4, Renze Heidstra1, Geoff 

Wasteneys3, Bela Mulder2,5 and Ben Scheres1, 

MAPKK と MAPK を同定し NACK-PQR 経路を確立 

CDKは M 期遺伝子の転写因子を P して、活性化する 

NPK1 は個体でも分裂細胞で発現 

シロイヌナズナにもNACK-PQ 経路有り 

シロイヌナズナにもNACK-PQR 経路有り 

NRK1 MAPK の基質の一つは MAP65 である 

シロイヌナズナの MAP65-1 と MAP65-2 の機能は冗長的. 

MAP65 の転写レベルが対象分裂を規定している. 

NACK1 と NPK1 の結合は CDK によるリン酸化で制御 





GFP-NPK1 



NACK-PQR 経路は、細胞板形成を正に制御している 

Nishihama et al. 2001, 2002, Ishikawa et al., 2002,  Soyano et al. 2003, Sasabe et al. 2006 

細胞板形成 

NACK1,NACK2 

NPK1 

NQK1 

NRK1/ NTF6 

タバコとシロイヌナズナ 

    MAP65 

MAPKKK 

MAPKK 

MAPK 

複合体形成 

KLP 

 MAPs 

リン酸化 

リン酸化 

リン酸化 

-P 

(by Yasuhara) 

MTs の代謝回転  



細胞板が拡大する仕組み  

フラグモプラスト 

後期ー終期 

Nucleus

脱重合 重合 

Cell plate 

（細部板） 

- end 

＋ end 

- end 

＋ end 

小胞 

Phragmoplast MTs 

NACK-PQR 

 MT の活発なターンオーバー（代謝）が原動力で、 

NRK1 MAP キナーゼは、MTs の脱重合を誘導する  



The NACK-PQR pathway is conserved in tobacco  

and Arabidopsis, probably in all plant species 

Kinesin-like protein    NACK1, 2      AtNACK1, NACK2 

MAPKKK 

 MAPKK 

MAPK 

NPK1          ANP1, ANP2, ANP3 

NQK1          ANQ1/ MKK6 

NRK1/ NTF6      ANR1/ MPK4, 11, 13  

Cytokinesis（Cell plate formation） 

(HIK, TES) 

 MAP65        AtMAP65-1, 2, 3 

Nishihama et al. PJ 1997; Nishihama et al. Cell 2002; Soyano et al. Genes Dev. 2003;  

Sasabe et al. Genes Dev 2006; Takahashi et al. PCP 2010; Kosestu et al. Plant Cell 2010; 

Sasabe et al. Plant Sig. Behav. (2010) 

Tobacco      Arabidopsis 



MAP65-1 and MAP65-2 are involved in the determination of 
cell division plane during formative cell divisions in 

arabidopsis 

Dhonukshe et al. Cell accepted 

PLT1, 2 

MAP65-2 

Pri 

Anti 

WT 

plt1, 2 

map65-1, -2 
MAP65-1, -2 oe 

Anti 
Anti 

Pri 

Pri 

The periclinal division is asymmetric 
division to produce lateral root cap cells 
and epidermal cells. 







 CDKs のリン酸化によるNACK1 と NPK1 複合体形成に対する 

細胞板形成（cytokinesis） 

Tobacco 

MAPKKK 

MAPKK 

MAPK 

KLP 

MAPs 

Phosphorylation 

NACK1,NACK2 

NPK1 

NQK1 

NRK1/ NTF6 

MAP65 

複合体形成 CDKb, CDKa 

(cycline-dependent 

  protein kinase) 

P 

P 

(Sasabe et al., PNAS 2011) 



Current overview of the regulatory system by the NACK-PQR 
pathway for plant cytokinesis  

(Sasabe et al. PNAS 2011) 

High NPK1 activity High CDK activity 

CDKs 

Protein  

Phosphatase 

MT turnover 

Cell plate formation 



細胞分裂装置の因子が細胞分化を制御 
しているかもしれない 





その後の展開 2-1：細胞分化：表皮細胞分化の制御系 

2. Ac システム →  

2-1. ABNORMAL-LEAF-SHAPE1 (ALE1)（表皮分化：新奇） 

       → ALE2 & ACR4 
人々：田中博和（1996）、尾之内均、渡辺勝、田中俊洋、渡辺大輔、勝又靖貴、廣江知紀、 
   高田望、岡屋精一郎、福谷孝介、中村善紀、 

葉の形態異常の変異体が分離され、Ac 因子でタギングされていた. 

WT  

ale1 は葉の変異体か？子葉 
を含む初期の葉の形態異常 

葉が融合   
  ↓ 
表皮異常 



しかし、ALE1 は胚形成時に胚乳で発現していた. 

WT 

ale1 

クチクラが無い！ 

原因遺伝子は、分泌型ズブチリシン様のプロテアーゼをコード 
(KEX2, フリンなどの生理活性ペプチドを作る) 

ALE1 遺伝子は表皮細胞の分化、特にクチクラ形成に 
関与している. 



胚 

胚乳 

A
C

R
4
 

A
L

E
2
 

ALE1 



表皮細胞の変異体を同定する新手法 

ACR4 受容体キナーゼの同定  ACR4 は表皮分化に重要  

ALE2 は表皮分化を通して  

その後の展開 2-1：この流の中から2つの新奇遺伝子を同定 

葉酸の生合成酵素遺伝子の変異体は---. 
幹細胞遺伝子WUSCHEL を 

見つけた. 幼若葉形成に必要.  

浜田 進、工藤光子 石川貴章 

WT      wus/jam WT               wus/jam   WT         WT                    gla1 



2. Ac システム →  

2-2. ASYMMETRIC LEAVES2 (AS2) (葉分化：変異体30年前)  

       → 多くの遺伝子（裏側化の制御因子、ある種の細胞分裂 

 因子、核小体関連因子）と協調的に働く→ 多能性幹細胞維持 

 遺伝子と裏側化遺伝子の抑制 → epigenetic & Cell division  

人々：町田千代子、Endang Semiarti、岩川秀和、上野宜久、小笠原史朗、相馬徹平、池崎 
 仁弥、松本貴充、川端真一、杉山将宏、石橋奈々子、（中田恵子）、松村葉子、島田明子、 
 柿本麻有、（渡辺ゆか）、安川沙織、Luo Lilan、前智之、矢島正幹、林里香、（清水良憲）、 
 Pretiwi Prunaningrum、小島晶子（中）、岩崎まゆみ（中）、中川彩美（中）、氣多澄江（中） 
 安藤沙友里（中） 

その後の展開 ：細胞分化：葉の表側分化の制御系 

WT as2 

(Illustrated by Moeko  Machida)  

多面発現的表現型 

裏・表と再生能力 



(Ueno et al., Plant Cell 2007) 

表側の因子に異常 
(as2 or as1 + x) 
 

X は複数ある 
・変異体解析 
・ケミカルバイオロジー 

棒状や 
はす状の葉 

裏側 
のみ 

表
側

 
裏
側

 表
側

 

裏
側

 

扁平な葉 

SAM 

葉原基 
 細胞分裂 
（原基の成長） 

AS1-AS2 は、葉の向背軸決定に関わる遺
伝子の発現を、上位から制御している 

細胞分化 
  細胞分裂 
（左右軸成長） 

表
側

 
裏
側

 

細胞分裂と細胞分化がカップルして進行していく 

シグナル 

AS2-AS1 

     + X 



裏側領域 

予定表側領域 

P1 
P2 

葉原基 

多能性幹細胞集団 

P0 

成熟しつつある表側領域 

裏側領域 

WT as2 as2 arf3 arf4 as2 + 5-aza-2’-dC 

(or + 複数変異体) 

as2 + 5-aza-2’-dC 

       + arf3 arf4 
(Illustrated by Moeko & Chiyoko Machida)  

二重の抑制 

ARF3 

ARF3 



as2 の分化再生異常の原因 

Shoots  Roots 
地上部      根 

Shoots  Roots 
地上部      根 

Shoots  Roots 

as1-1 

as2-1 



Iwakawa et al. 2007 

Iwasaki et al., unpublished 

Semiarti, et al. 2001; 

Guo et al., 2008; 

Ikezaki et al. 2010; 

Iwasaki et al. unpublished 

AS1 AS2 

class 1 KNOX 

BREVIPEDICELLUS 

(BP) 
Auxin Respnse Factor3 

(ARF3) 

YAB5 

Direct 
Direct 

Indirect 

AS1 and AS2 repress independently 

at least three groups of genes 
Myb      Plant-specific nuclear protein ・マイクロアレー 

・ChIP 

・ChIP-on-Chip 

as1, as2 変異体： BP と ARF3 mRNA レベル ↑ 

Q: 表現型の原因はどちらか？すべての人が地上部形成はBPの 

上昇と考えた. 強力なプロモーターを利用した異所的過剰発現から 



as2 の分化再生異常の原因 

Shoots  Roots 
地上部  根 

Shoots  Roots 
地上部  根 

Shoots  Roots 

as1-1 

as2-1 

KNOXs 

BP ↑ 
ARF3↑ 



強い強制的発現から生体内で起こっていることを
予測することは難しい 

• 特に発生分化には正と負のフィードバッ
ク制御が働くので、out put の背景を理解
をすることを困難にしている. 

• 時には重大な間違いをする. 



AS1 AS2 

ETT/ARF3, 

FIL,YAB5 etc. 

ETT/ARF3, 

FIL,YAB5 etc 

Class 1 KNOX 
STM 

Abaxial domain Adaxial domain 

SAM 

Class 1 KNOX 

Model for repression of ETT/ARF3 and BP by 

AS2 body 

Nucleolu

s 

AS1 

AS2 
AS1 

AS2 

AS1 
AS2 

  

Nucleolu

s 

methylated? methylated? 

Chromatin  

remodeling? 

Constitutive repression  

of ETT/ARF3 & BP 
ETT/ARF3 & BP 

< Progression of M phase >  < next G1> 

Our unpublished data 

showed that in as1 and 

as2, the level of DNA 

methylation on ARF3 

gene decreased. 
 

< Preprophase >  

1. 小分子RNA経路 
2. 細胞分裂因子 
3. 核小体関連因子 



AS2、AS1タンパク質は核小体の周辺部のAS2 body に共局在する 

AS2-YFP 

Ueno et al., 2007 

細胞質 

OFF 
BP 遺伝子 
ETT 遺伝子 

核小体 

細胞質 

AS1 

AS2 

核 

核質 

核小体 

AS2は AS1 を AS2 body にリクルートする 

（Photo by Ishikawa） 

GFP-AS1 

Scale bars = 2 μm 

核質 

核小体 

Cajar body marker とは不一致 



1.間期にはわずかな細胞だけ、M 期に入ると100 % の 
   細胞がAS2 body を形成した。 
 
2. 染色体の分配と呼応するように、対をなして存在していた。 

3. AS2 body は M 期の中期頃に、二つに分かれ、いっせいに 
分かれていった。 





Q: 
 
1.いかにして、BP & ARF3 を抑え続けるか。 
 
1.AS2 body は抑制に役割を果たしているか。それとも、 
 AS2 body は分配にだけ機能しているのか？ 
 
3. 分配には正確な仕組みが働いていると思われる。 
 
これらには、細胞周期 M 期の進行が関わっている可能性 
がある。 
 
4. AS2 body の実体は何か？どんな蛋白質を含むのか。 
 RNA 分子は存在しているのか？ 

多細胞生物の発生分化においては、コインの裏・表の問題は 
そんなに単純なことではなく、互いに深く連関しているだろう。 



論文 

as2 表現型と下流にKNOXs 

AS2 遺伝子単離と特徴 

発現領域と下流遺伝子の同定 

核小体局在 HDAC と協調的に --- 

Elongator HAT と協調的に --- 

AS2 と他のメンバーの比較 

as2 表現型における KNOXs の貢献 

 花器官形成における役割 



Plant Mol Biol 

 
Berberine enhances defects in the establishment of leaf polarity 

in asymmetric leaves2 and asymmetric leaves1 of Arabidopsis 

thaliana 
Ayami Nakagawa1†, Hiro Takahashi1,2†, Shoko Kojima1,2, Nobuo Sato1, Kazuomi 

Ohga2, Byung Yoon Cha3, Je-Tae Woo2,3, Kazuo Nagai2,3, Gorou Horiguchi4, 

Hirokazu Tsukaya5, Yasunori Machida6 and Chiyoko Machida1,2 * 

as2 をベルベリンで処理すると葉は棒状化する 

AS2 bodies は細胞周期 M 期に形成、分配される 

AS2 は NudC 様蛋白質と協調的に --- 



T-DNA of Ti plasmid

tms1     tms2      gene 6b  

Auxin      Cytokinin         
synthesis     synthesis

Gene 6b has activity to transform plant cells and  
generate leaf-like organs

Small tumor formation 
Hormone-free cell division 
Generation of leaf-like organs

tmr 

? 

- 6b         + 6b 

6b の発現の影響 

個体レベル 

   植物個体の上に小さい腫瘍や 

             テラトーマの形成  

  葉柄が長く向軸側に湾曲した葉の形成 

細胞レベル 

  Hormone-free 培地で細胞分裂を誘導 

Transgenic 

6b/tml 

その後の展開 4 

3. T-DNA がコードする 6b 遺伝子の機能解明 
酸性アミノ酸 

208 

H3 シャペロン 

北倉佐恵子、寺倉伸治、上野宜久、塚越啓央 
中村研三、田上英明、饗場弘二、我彦弘悦 



推測 
 
脱分化・再生にはオーキシン誘導遺伝子のクロマチンの再構成 
が重要かも知れない。 
 
分子機構は不明であるが、今回同定された遺伝子の中から重要 
そうなものに焦点を当てて研究すれば、道は開けるかもしれない。 

マイクロアレー解析：多くのオーキシン誘導遺伝子の転写 
レベルが ½ 以下に減少 



論文 

相互作用分子 SIP1 を同定 

個体でも細胞分裂が異常である 

核小体蛋白質と相互作用 

ヒストンシャペロン活性あり 



生命現象 

細胞分裂 

と 

その他の生命活動 

遺伝学、生化学、構造生物学、細胞生物学を駆使して攻めて行く. 
                                システム生物学は？ 







2009 

At graduation, March 2011 



秘書：奥村ひとみさん 
   大谷千穂さん    

生物事務室の田中さん、澤田さん 
  （2008 年遺伝学会のおり）    

技術員：花田和美さん 
    村中美紀さん   





最近少し絵のことが分かってきたような気がします。 
                          奥村土牛（67 歳） 

一枚の葉が手に入れば、宇宙を手にいれたことになる。 
                （安田 靫彦さんから小倉遊亀さんへ） 



＜研究費＞ 
・学振奨励研究員、内藤記念奨励金 
・特定研（高木康敬先生：九大） 
・重点（建部到先生、駒嶺穆先生；大野孝司先生；小川英行先 
 生；高橋万右衛門先生；原田宏先生；山田康之先生；西本毅 
 治先生；須藤和夫先生；中村研三先生；岡田清孝先生） 
・特定（福田裕穂先生） 
・特定（自身の申請を6 年間採択して下さった審査員の方々） 
・未来開拓学術推進事業（駒嶺穆先生） 
・生研センター 
・21 世紀 COE 
・一般研究、基盤研究 

＜研究基盤と環境＞ 
名古屋大学理学研究科、遺伝子実験施設（杉浦先生には実験機器 
なども頂きました） 

感謝 
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Mary-Dell Chilton, Nam-Hai Chua, Barbara Hohn, Gerd Jürgens,  

Dirk Inzé, Pascal Genschik, Heri Hirt, Léon Otten, 


